
 

身の回りの「乱れ」を整える ～１枚の張り紙に込められた思い～ 

日々の学校生活の中で、ふとした瞬間に自分の足元や周りの様子を意識したことはありますか？実は最

近、校内のトイレのスリッパが乱れている様子（①の写真）が見受けられます。次に使う人のことを考えず

に脱ぎっぱなしになっていたり、あちこちを向いて散らかっていたり……。スリッパの乱れは、私たちの心

のゆとりや意識の表れでもあります。 

 そこで、トイレの出入り口のドアに１枚の張り紙を貼ることにしました。（②の写真） 

  ①                 ② 

駅中クエスチョン ～今回のテーマより～ 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「乱れ」を整えることで、駅中のみなさんは何が得られるでしょうか？ 

②なぜ、張り紙には「きれいに使いなさい」ではなく「使ってくれてありがとう」

なのでしょうか？ 

※①と②をぜひ、クラスや個々で考えてみる時間をとってみてください。 

 

 

 

散らかったスリッパを 1 足揃える。自分の脱いだ靴を整える。こうした「身の回りを整える行動」は、単に

場所がきれいになるだけではありません。 自分の心を落ち着かせたり、次に使う誰かに「心地よさ」や「安

心」を届けたりすることができます。場を整えることは、自分の心と人間関係を整えることにつながります。 

 「〜しなさい」と指示されるから整えるのではなく、すでにきれいに使ってくれている人への感謝、そして

「これからもみんなで気持ちよい場所にしていこう」という一人ひとりへの信頼が、この言葉には込められて

います。 「ありがとう」という言葉を受け取ったとき、自分ならどんな行動をしたいと感じるでしょうか？ 

「ものを整える」ことは、「心を整える」ことです。 まずは自分の足元から、そしてみんなが使う共有の場

所へ。気持ちの良い学校生活を、みんなの手でつくっていきましょう！ 

生徒指導通信 
～時を守り 場を清め 礼を尽くす～ 
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